社会科 年間指導計画

平成13年度 第二学年（歴史的分野）

年間指導目標
①現代をとらえ、未来を考えるために物事を歴史的にとらえる力を養う。

②調査・発表・討論を通じてお互いの考えを比較したり、まとめたりする力を養う。

方針   ①  同時代史的な構成を意識し時代ごとの時代像をとらえる

       ②  わが国の歴史を世界史の中の日本としてとらえる

       ③  現代を考えるための視点として国際・人権・環境の観点を織り込む

       ④  シュミレーションや討論を行うことによってその時代の人々の気持ちになって考えられるようにする。

月
単元名
時
単元目標
学習活動及び内容
観点別学習状況評価






関心・意欲・態度
社会的な思考判断
資料活用の技能表現
知識理解

４
江戸初期
江戸幕府はなぜ鎖国をしたのか

―鎖国の意味を考える―
７
(1) 鎖国とは貿易の制限であり限定的な「開国」であったことをつかむ。

(2) 鎖国によってヨーロッパによる日本の植民地化が防げ、250年にわたる平和が確保されたことをつかむ。
１　鎖国とはいえ限定的ではあったが積極的に貿易はなされ、外国の産業や技術が学ばれていたことをつかむ。

２　ヨーロッパ諸国は武力によってアメリカ・アフリカを植民地と化し、その富みを奪い多くの人の命を奪っていたことをつかむ。

３　日本に統一権力が生まれる中で、ヨーロッパ諸国による「日本侵略」を防ぐ目的で鎖国が行われ、それによって250年にわたる平和が確保されたことをつかむ。
資料を読み課題を真剣に考える
日本をとりまく世界の動きの中で「鎖国」の意味をとらえることができる。
資料からアメリカ・アフリカの植民地化の実態と、植民地化を防ごうとする日本の人々の努力を理解する。
アメリカ・アフリカの植民地化の事実と鎖国の実態をつかむ。

４・５・６
江戸中・後期
江戸社会の実態
５
(1)江戸期は異なる社会の共存であり武士社会がもっとも身分の区別が厳しかったことをつかむ

(2)250年の平和の中で産業は発展し貨幣経済は一層進展したことをつかむ
１ 武士の社会・百姓の社会・身分外の社会の実態をつかむ

２ 平和が続く中で諸産業が発展し、人々の暮らしが大きく変化したさまをつかむ

３貨幣経済の発展の中で商人の力が大きくなったことをつかむ。
資料を読み課題を真剣に考える
人々の暮らしが大きく変化した背景に貨幣経済の進展があったことをつかめる
資料から人々の暮らしが大きく変化したさまをつかめる
それぞれの暮らしの基礎・違いをつかめる



江戸社会の変化と再編

―田沼か松平かー
７
(1)貨幣経済の進展の中で生産・流通に携わらない武士階級が完全な寄生者と化した事をつかむ

(2)３大改革の背後には幕藩体制を貨幣経済の進展に併せて変えられるかどうかの問題があったことをつかむ
１ 享保の改革を学ぶことを通じて貨幣経済の進展に翻弄され苦悩する幕藩体制の姿をつかむ。

２ 改革の方向としては田沼の重商主義と松平の農本主義とがあり対立したことをつかむ

３ 幕藩体制の苦悩の中で開国を求める蘭学と世直しをもとめる国学・儒学の思想が生まれたことをつかむ

４どの方向の改革を進めるべきか討論する
課題の討論を積極的に行う。
幕藩体制の苦悩とその改革への課題をつかむ
資料から改革へとむけた様々な考え方の違いをつかむ
幕藩体制の苦悩のさまと解決策をつかむ























月
単元名
時
単元目標
学習活動及び内容
観点別学習状況評価






関心・意欲・態度
社会的な思考判断
資料活用の技能表現
知識理解

９・１０
ヨーロッパの進出と明治維新
世界の中の日本

―ヨーロッパの進出と鎖国体制―
６
(1)江戸幕府が成立当初に鎖国体制をとった背景と目的をつかむ

(2)ヨーロッパ諸国の新たな発展により鎖国を続けるかどうかが課題となったことをつかむ
１ 15・16世紀のヨーロッパの海外侵略の様子をつかむことで鎖国の目的を学ぶ。

２ 18・19世紀のヨーロッパの発展の様子をつかみ、日本との違いを知る。

３この結果ヨーロッパは超大国インド・中国をも植民地化したことをつかみ、日本もこの渦に巻き込まれており、鎖国体制の見直しを迫られたことをつかむ 
資料を読み課題を真剣に考える
ヨーロッパの力の源がどこにあるのかを日本との比較を通じてつかむことができる
19世紀当時のヨーロッパと日本がどう違うのかを資料をつうじてつかめる。
鎖国の背景・19世紀末に日本が置かれた状況をつかむ。



明治維新

―日本をどのようにして近代国家に改造するか？－
６
1)日本が植民地にならないためには日本をどう変えたらよいか考える

(2)実際にはどのようにして改造がおこなわれたのかをつかむ。
１ ヨーロッパ諸国と当時の日本との違いをもとに日本のどこをどう変えたら良いか対策を考える

２ 各自が考えた対策の是非を討論する。

３ 実際の明治維新の課程と実態を資料にもとづいてつかむ
課題の討論を積極的に行う。
討論と資料によって明治維新の残された課題と新たに生み出された問題をつかめる。
資料にももとづき明治維新の改革の実際を知る。
明治維新の課程と内容を知る

１０・１１
帝国主義・日本
日本の帝国主義化
５
(1)日本は朝鮮・中国を植民地とすることで西欧と対抗したことを知る。

(2)この結果同じ地域を狙っていたロシアとの対立が深まったことをつかむ
１ 日本が朝鮮・台湾を植民地にしようとしたことを知る。

２ この結果同じ地域を狙ったロシアとの対立が深まりロシアを牽制するイギリスに日本は近づいたことを知る。

３朝鮮の人々は外国の進出に反対していたことを知る。
課題の討論に積極的に参加する


日露戦争の是非を時代状況全般から客観的に考える
資料に基づき、この時代の人が戦争をどう考えていたかを知る
日露戦争にいたる国際情勢や日本の動きをつかむ



日本はロシアと戦争すべきか？
７
(1)日本はロシアと戦争すべきかどうかを考え日本はなぜ朝鮮・中国を植民地化しようとしたかを理解する

(2)日本の進路はこれ以外になかったのかを考える
１ 日露戦争をめぐる日本国内の意見対立を知り、自分だったらどちらにつくか考える。

２ 賛成・反対に分かれて討論する。

３ 討論に基づき日本の進路はこれ以外なかったのかを考える。





２・３
二つの世界大戦と日本の民主化
帝国主義諸国の植民地争奪戦
７
(1)帝国主義諸国がなぜ植民地を必要としたのかをつかむ

(2)日本人がなぜ戦争に参加したのかを「国内で生活改善の道があったのか」の視点で考える
１ 帝国主義のアフリカ・アジア侵略の学習を通じてその原因と目的をつかむ。

２ アジアの人々の侵略に対する戦いを知る。

３日本国内の社会状況をつかみ、労働者や農民が戦争に押しやられていく状況を知る。

４世界恐慌のなかでも植民地争奪戦の状況をつかむ。
課題の討論に積極的に参加する


(1) 満蒙開拓の是非を時代状況全般から客観的に考える

(2) 日本の民主化の意味を時代状況全般から理解する。
(1) 資料に基づきこの時代の人がどのような思い・事情で戦争に参加したのかを理解する。

(2) 日本の民主化が行われた理由と国際連合が出来た理由を統一的につかむをつかむ。
(1)日本の中国侵略・第２次世界大戦にいたる国際情勢や日本の動きをつかむ。

(2)日本の民主化と国際連合の成立の過程を知る。をつかむ



満蒙開拓に参加すべきか？
５
(1)満蒙開拓に参加すべきかどうかを考え、この戦争の意味をつかむ

(2)外国を侵略する以外に道はなかったのかを考える
１ 満蒙開拓に関る日本国内の状況を知り、自　分なら行くかどうかを考える。

２ 行く・行かないに分かれて討論する。。

３討論に基づき日本の進路はこれ以外なかったのかを考える。







日本の民主化と国際連合の成立
５
(1)日本の民主化の実際を知る

(2)日本の民主化を含む国際連合体制（国際協調の枠組み）の成立の実態と意味をつかむ
１ 日本の民主化を知り、自分たちが考えたことと比較する。

２ なぜ日本が民主化されたのかを国際連合の成立とあわせて理解する。






６０時間

